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主 催

「みんなが地域でご機嫌に暮らしていくために」

１．

２．

伊藤佳世子さんの第

が大人になりたい」から末尾の部分を

【いま、彼女は講演などで「病院は家ではありません。どんな患者も病院に長くいたくありま

せん。長期療養して地域に出ると、大変な苦労があるので、できるだけ長期療養はさせないよ

うにしなくてはなりません。

談員の方が初めて訪問してくれました。「病院を出て、頑張りましたね。やはり

うが生き生きしているね。病院も地域移行への考えが変わりましたよ。」といってくれました。

その言葉に、彼女の退院の決意は間違いではなかったと確信できました。そし

は私の

 

テーマ 地域生活を支える看護・福祉

時 平成 27

所 ＴＫＰガーデンシティー仙台（アエル

象 小児在宅

員 15０名 

参加費 無料 

込 ＦＡＸで

     当日のご参加でもだいじょうですが、会場設営のためお申込み下さると助かります。

催 東北大学小児科

「みんなが地域でご機嫌に暮らしていくために」

１．地域で支える相談支援専門員から

りべるたす株式会社代表

  

２．地域で支える看護師から

しぇあーど

伊藤佳世子さんの第

が大人になりたい」から末尾の部分を

いま、彼女は講演などで「病院は家ではありません。どんな患者も病院に長くいたくありま

せん。長期療養して地域に出ると、大変な苦労があるので、できるだけ長期療養はさせないよ

うにしなくてはなりません。

談員の方が初めて訪問してくれました。「病院を出て、頑張りましたね。やはり

うが生き生きしているね。病院も地域移行への考えが変わりましたよ。」といってくれました。

その言葉に、彼女の退院の決意は間違いではなかったと確信できました。そし

は私の「良き隣人」となり生活を続けています。

小児在宅研修会

地域生活を支える看護・福祉

27 年 5 月 9 日

ＴＫＰガーデンシティー仙台（アエル

小児在宅に関心のある方々

 

ＦＡＸで 5 月 1 日（金）

当日のご参加でもだいじょうですが、会場設営のためお申込み下さると助かります。

東北大学小児科 

「みんなが地域でご機嫌に暮らしていくために」

支える相談支援専門員から

りべるたす株式会社代表

支える看護師から

しぇあーど 地域生活を考えよーかい

伊藤佳世子さんの第 47 

が大人になりたい」から末尾の部分を

いま、彼女は講演などで「病院は家ではありません。どんな患者も病院に長くいたくありま

せん。長期療養して地域に出ると、大変な苦労があるので、できるだけ長期療養はさせないよ

うにしなくてはなりません。

談員の方が初めて訪問してくれました。「病院を出て、頑張りましたね。やはり

うが生き生きしているね。病院も地域移行への考えが変わりましたよ。」といってくれました。

その言葉に、彼女の退院の決意は間違いではなかったと確信できました。そし

「良き隣人」となり生活を続けています。

小児在宅研修会

地域生活を支える看護・福祉のあり方

日 土曜日 

ＴＫＰガーデンシティー仙台（アエル

に関心のある方々（職種は問いません、当事者とご家族もお越し下さい）

（金）までにお送りください

当日のご参加でもだいじょうですが、会場設営のためお申込み下さると助かります。

プログラム

「みんなが地域でご機嫌に暮らしていくために」

支える相談支援専門員から

りべるたす株式会社代表 

支える看護師から 

地域生活を考えよーかい

47 回 NHK 障害福祉賞（優秀

が大人になりたい」から末尾の部分を以下に

いま、彼女は講演などで「病院は家ではありません。どんな患者も病院に長くいたくありま

せん。長期療養して地域に出ると、大変な苦労があるので、できるだけ長期療養はさせないよ

うにしなくてはなりません。」と発言します。退院から三年半が過ぎ、入院していた病院の相

談員の方が初めて訪問してくれました。「病院を出て、頑張りましたね。やはり

うが生き生きしているね。病院も地域移行への考えが変わりましたよ。」といってくれました。

その言葉に、彼女の退院の決意は間違いではなかったと確信できました。そし

「良き隣人」となり生活を続けています。

小児在宅研修会 フォローアップ

 

のあり方 

 13 時～16

ＴＫＰガーデンシティー仙台（アエル 30

（職種は問いません、当事者とご家族もお越し下さい）

までにお送りください

当日のご参加でもだいじょうですが、会場設営のためお申込み下さると助かります。

プログラム

「みんなが地域でご機嫌に暮らしていくために」

支える相談支援専門員から 

 伊藤佳世子さん

地域生活を考えよーかい

 

障害福祉賞（優秀

以下に抜粋します。

いま、彼女は講演などで「病院は家ではありません。どんな患者も病院に長くいたくありま

せん。長期療養して地域に出ると、大変な苦労があるので、できるだけ長期療養はさせないよ

と発言します。退院から三年半が過ぎ、入院していた病院の相

談員の方が初めて訪問してくれました。「病院を出て、頑張りましたね。やはり

うが生き生きしているね。病院も地域移行への考えが変わりましたよ。」といってくれました。

その言葉に、彼女の退院の決意は間違いではなかったと確信できました。そし

「良き隣人」となり生活を続けています。】 

 

 

フォローアップ

16 時 

30 階）ホールＣ

（職種は問いません、当事者とご家族もお越し下さい）

までにお送りください 

当日のご参加でもだいじょうですが、会場設営のためお申込み下さると助かります。

プログラム 

「みんなが地域でご機嫌に暮らしていくために」

伊藤佳世子さん  

地域生活を考えよーかい 代表 

障害福祉賞（優秀-第二部

抜粋します。 

いま、彼女は講演などで「病院は家ではありません。どんな患者も病院に長くいたくありま

せん。長期療養して地域に出ると、大変な苦労があるので、できるだけ長期療養はさせないよ

と発言します。退院から三年半が過ぎ、入院していた病院の相

談員の方が初めて訪問してくれました。「病院を出て、頑張りましたね。やはり

うが生き生きしているね。病院も地域移行への考えが変わりましたよ。」といってくれました。

その言葉に、彼女の退院の決意は間違いではなかったと確信できました。そし

 

お問い合わせ先（お気軽にお問合せください）

980-8574

東北大学小児科

電話 022

FAX 022

�  soichiro@rose.ocn.ne.jp

 

フォローアップセミナー

階）ホールＣ 

（職種は問いません、当事者とご家族もお越し下さい）

当日のご参加でもだいじょうですが、会場設営のためお申込み下さると助かります。

「みんなが地域でご機嫌に暮らしていくために」 

 

 李国本修慈さん

第二部-）を受賞された「私は、

いま、彼女は講演などで「病院は家ではありません。どんな患者も病院に長くいたくありま

せん。長期療養して地域に出ると、大変な苦労があるので、できるだけ長期療養はさせないよ

と発言します。退院から三年半が過ぎ、入院していた病院の相

談員の方が初めて訪問してくれました。「病院を出て、頑張りましたね。やはり

うが生き生きしているね。病院も地域移行への考えが変わりましたよ。」といってくれました。

その言葉に、彼女の退院の決意は間違いではなかったと確信できました。そし

お問い合わせ先（お気軽にお問合せください）

8574 仙台市青葉区星陵町１－１

東北大学小児科 田中総一郎

022－717-7287

022－717-7290

soichiro@rose.ocn.ne.jp

 

セミナー 

（職種は問いません、当事者とご家族もお越し下さい）

当日のご参加でもだいじょうですが、会場設営のためお申込み下さると助かります。

李国本修慈さん 

）を受賞された「私は、

いま、彼女は講演などで「病院は家ではありません。どんな患者も病院に長くいたくありま

せん。長期療養して地域に出ると、大変な苦労があるので、できるだけ長期療養はさせないよ

と発言します。退院から三年半が過ぎ、入院していた病院の相

談員の方が初めて訪問してくれました。「病院を出て、頑張りましたね。やはり 地域生活のほ

うが生き生きしているね。病院も地域移行への考えが変わりましたよ。」といってくれました。

その言葉に、彼女の退院の決意は間違いではなかったと確信できました。そして今では、彼女

お問い合わせ先（お気軽にお問合せください）

仙台市青葉区星陵町１－１

田中総一郎 

7287（月・火・金）

7290 

soichiro@rose.ocn.ne.jp（いつでも）

  

（職種は問いません、当事者とご家族もお越し下さい） 

当日のご参加でもだいじょうですが、会場設営のためお申込み下さると助かります。 

）を受賞された「私は、 心

いま、彼女は講演などで「病院は家ではありません。どんな患者も病院に長くいたくありま

せん。長期療養して地域に出ると、大変な苦労があるので、できるだけ長期療養はさせないよ

と発言します。退院から三年半が過ぎ、入院していた病院の相

地域生活のほ

うが生き生きしているね。病院も地域移行への考えが変わりましたよ。」といってくれました。

て今では、彼女

お問い合わせ先（お気軽にお問合せください）

仙台市青葉区星陵町１－１ 

（月・火・金）  

（いつでも） 

お問い合わせ先（お気軽にお問合せください） 

 

 



 

 

 

（あて先） 

東北大学小児科  

田中総一郎 あて 

Fax 022-717-7290 

（件 名） 

小児在宅研修会 

   フォローアップセミナー 

参加申し込みについて 

 

参加申し込み用紙 

小児在宅研修会 フォローアップセミナー（５月９日）に参加申し込みいたします。 

 

所 属                                     

部 署                                     

代表者                                     

住 所 〒                                   

電 話                                     

F A X                                     

E-mail              ＠                      

セミナーに関するいろいろな情報をお伝えいたします。ぜひメールアドレスをお願いいたします。 

 

お 名 前 ご 職 種 備 考 

ふりがな  
 

ふりがな   

ふりがな   

ふりがな   

ふりがな   

                  

※ 締め切りは５月 1 日（金）です。 

※ 当日のご参加でもだいじょうぶですが、資料作成と会場設営のためにお申込みいた

だけますと助かります。 

 

        東北大学小児科 田中総一郎 あて Fax 022-717-7290 

✉soichiro@rose.ocn.ne.jp 

５月９日 


